
2018年度 春 要望調査票
青年海外協力隊 / 海外協力隊 / 日系社会青年海外協力隊 / 日系社会海外協力隊

要請番号（JL32418A05）

国名 職種コード 職種 年齢制限 活動形態 区分 派遣期間 派遣隊次

パラグアイ D235 自動車整備 個別 新規 2年 ・2018/3 ・2018/4 ・
2019/1

  

【配属機関概要】

1）受入省庁名（日本語）

労働雇用・社会保障省

2）配属機関名（日本語）

国立職業訓練局イタ支局

3）任地（ セントラル県イタ市 ） JICA事務所の所在地（ アスンシオン市 ）

任地からJICA事務所までの交通手段、所要時間（ ﾊﾞｽ で 約 2.5 時間 ）

4）配属機関の規模・事業内容

国立職業訓練局(SNPP)は、産業界の需要に見合う人材育成を目的に1972年に設立された技術教育機関である。全国
に16か所の地方事務所および10か所の訓練センターを展開しており、イタ支局はその1つ。電子科、自動車科、産業電
機科、一般機械科、冷凍空調科などの単位制の一般短期コースがあり、18歳以上を対象に職業訓練を実施してい
る。2018年3月からは、2年制短期大学に格上げされ、より高度な人材育成が期待されている。また、周辺地域の日系進
出企業と連携協定が結ばれ、従業員限定の特別コースも実施。現在、冷凍空調技術のシニア海外ボランティアが活動中。
自動車整備科での要請は初めて。教職員約60名。

【要請概要】
1）要請理由・背景

2018年3月には短期大学として、地方企業の中核的存在になりうる自動車整備分野の中堅技術者・指導員の育成を目的
とした2年課程コースがスタートする。これまでの単位制の一般短期コースに加え、短大として新たに自動車科が新設さ
れる。コンピュータを駆使した故障診断システム技術の習得、電子制御技術が重要な指導内容となる。指導者の知識・
技術および指導力の向上、教材やカリキュラム改善などが急務であるが、国内人材だけでは対応が難しく、本要請がな
された。教員の専門知識及び技術の向上、短大としてのコース内容の充実、学生への直接指導など、幅広い活動が期待
されている。当国では近年車輌が急速に増加しており、日本メ-カ-車も多く流通しており、自動車整備は整備工場など
就職にも有利な分野で若者に人気のある業種である。

2）予定されている活動内容（以下を踏まえ、隊員の経験をもとに関係者と協議して計画を立て、柔軟に内容を変更しな
がら活動を進めます）

同僚教員と共にクラスを担当しながら、以下の活動を行う。
1. 短大自動車科としてのカリキュラム全般改善について共に考え実践する。
2.?コンピュータを使った故障診断に関し電子制御燃焼噴射装置や電気系統のメンテナンスについて改善提案を行う。
3. 実習教材の作成を支援する。

3）隊員が使用する機材の機種名・型式、設備等

エンジンモデル、一般的な整備用工具一式、故障診断用コンピュータ(新規導入予定、機種等未定)他

4）配属先同僚及び活動対象者

支局長:男性 30代 大卒

募集終了

https://www.jica.go.jp/volunteer/
https://www.jocv-info.jica.go.jp/photo/JV/JL32418A05_1.jpg?t=1520000603
https://www.jocv-info.jica.go.jp/photo/JV/JL32418A05_2.jpg?t=1520000603
https://www.jocv-info.jica.go.jp/photo/JV/JL32418A05_3.jpg?t=1520000603


同僚:男性 50代 技師 指導経験15年
指導対象者:短大生合計50名 17-25歳(予定)

5）活動使用言語

スペイン語

6）生活使用言語

スペイン語

7）選考指定言語

【資格条件等】
[免許]：（2級ガソリン・ジーゼル自動車整備士）

[性別]：（　　　　）　備考：

[学歴]：（　　　　）　備考：

[経験]：（実務経験）5年以上　備考：実践的な技術と知
識や経験が必要

任地での乗物利用の必要性

不要

【地域概況】
[気候]：（温暖湿潤気候）　気温：（0～40℃位）

[通信]：（インターネット可　　電話可）

[電気]：（安定）

[水道]：（安定）

【特記事項】

COPYRIGHT(C)1995-2015 JAPAN INTERNATIONAL COOPERATION AGENCY. ALL RIGHTS RESERVED.


